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 朗Ⅴ連ニュース 

No.１４２ 

日 時： ２０１７年 １１月 １４日（火）  

１３：００～１６：００   （１２：３０ 開場） 

場 所： 新長田 ピフレホール  

 〈アクセス〉 

・ JR/新長田駅南側

・ 市営地下鉄/新長田駅南側

・ 山陽電鉄/西代駅南へ徒歩 7分

・ 市バス/「新長田駅前」下車

<プログラム> 

第１部  「おはなし二人三脚」による掛け合い朗読 

『あらしの夜に』  作 きむらゆういち 

第２部  馬場晶子氏による一人語り＆ワークショップ 

『字のない葉書』  作 おおやかづき 

（向田邦子エッセイより） 

ワークショップ《発声練習・子供の心で語ってみよう！》

今秋の交流会にも多数のお申込をいただき、ありがとうございます。 

皆様にお楽しみいただけますよう、準備を進めているところです。 

ポシェット１４２号と一緒にチケットもお届けします。 

なお、当日券もございますので、ご利用ください。 

発行日 平成２９年 １０月 ５日 

発 行 兵庫県朗読ボランティア連絡会 

 神戸市中央区神若通 5丁 3番 26号 

（中山記念会館内 神戸ライトセンター） 
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交流会詳細・・・ 
 

第 1 部 

 

「おはなし二人三脚」 （中薮隆子さん・村上知佐子さん）による 
 

掛け合い朗読「あらしのよるに」 

            作 きむらゆういち 

 

〈おはなし二人三脚〉 プロフィール 

 

  2002年に 絵本と点字の掛け合い朗読〈二人三脚〉を立ち上げ、視覚障害者への 

理解と晴眼者はどの様なお手伝いが出来るか・・・共に考える機会やまた朗読の素晴 

らしさを知っていただく為に、市内の保育所、 

小・中学校、お母さんたちのサークル等に出 

かけ、幅広く活動をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日上演の「あらしのよるに」は、間もなく 100回を迎えようとしています。 

この作品は全７巻からできており、９年前に 2巻まで上演致しました。 

今回は全巻を上演します。 

 
 
 

村上知佐子さんは・・・ 

現在〈くつろぎマッサージ〉を

自宅で開業。 

お母様の介護をしながら、活動

をしています。 

中薮隆子さんは・・・ 

山朗研・虹・尼崎の朗読グループ

「エコー」に所属、視覚障害者への

朗読ボランティア育成の為の講師

活動を展開中。 

ガイドヘルパー養成指導員もし

ています。 
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第 2 部 

  

 

 

 

一人語り 『字のない葉書』  作 おおやかづき 

（向田邦子エッセイより） 
 

     ワークショップ 

         ✾発声練習 

         ✾子供の心で語ってみよう！ 

 

 

〈馬場晶子氏〉 プロフィール 

         劇作・演出名  おおやかづき 

  1974年 劇団道化座に入団以降、多くの作品に出演。 

  1992年 二人芝居「幸福」で上海戯劇家協会特別栄誉賞を受賞。 

      劇団道化座による創作劇では、制作をも兼務。 

  2002年～2007年 〈アジア演劇祭 in関西〉制作。 

2014年 兵庫県劇団協議会合同公演 制作。 

2016年 壷井榮原作「大根の葉－しあわせの記憶－」を瀬戸内国際芸術祭で上演。 

    たなかとも原作「ともちゃんち」等、近年、劇作・演出も手がける。 

(社)劇団道化座代表理事 兵庫県劇団協議会理事 神戸芸文会議運営委員 

 

 

 

 

 

 

 

ダビング機をありがとうございました 

ポシェット 140号を見られた丹波市「かけはし」さんと「神戸草笛」さんから、貴重な

ダビング機を譲って頂きました。自分たちの活動場所でダビングができるようになり、会

員一同たいへん喜んでいます。朗Ｖ連の仲間に支えられていることに感謝です。  

ありがとうございました。                たつの市  せせらぎ 
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40 周年を迎えて 

高砂市朗読ボランティアグループ むつみ会 

 昭和 52年 6 月のグループ結成から数えて４０年。その節目を記念して去る 6 月 15日

(木)、かつての活動場所である高砂市文化保健センターにて「朗読の集い」を開きました。 

当日は予想を越える多くの方々にご来場いただき、もともと本番に強いメンバーではあり

ますがさらにパワーアップした朗読発表となったように思います。舞台装飾、BGM、演出

など細部にわたる工夫と練習を(本番ギリギリまで！)重ね、笑いあり、涙ありのむつみ会ら

しい朗読会でした。閉会後はリスナーの皆さまをはじめ、関係各所の職員の方々、OBの先

輩、お越しいただいた方々から温かいエールをたくさん頂戴しこれからの活動への励み・活

力となりました。 

朗読会を開催するにあたり、共同募金の助成金や高砂市から祝電を頂くなど物心ともにご

支援を頂きました。皆さまに支えられていることを胸に、これからも研鑽を続けて参りたい

と思います。40 年の歩みを振り返りそして未来へ向かって新しい一歩を！ 

 実行委員長 黒沢明美 

 

 

ポシェットがインターネットで見られます！  
 

ポシェットが神戸ライトセンターのホームページに掲載されています。いつでも空いている 

時間にゆっくり読むことができますよ。 

神戸ライトセンターのホームページ（http://www.klc.jpn.org）を開き、所属団体の項目から 

「兵庫県朗読ボランティア連絡会」をクリックしてご覧ください。 

 

 

朗Ｖ連へのお問合せ、ご意見ご要望がございましたら下記担当幹事までお知らせください。 

ブロック 地     区 氏       名 

A 東部・北部地区 茨 木 万 記 子  (西宮市 トビアの会) 

B 神戸・明石地区 池 田 く み 子  (神戸市 花いかだ) 

C 淡 路 地 区 馬 居 理 子  (洲本市 樫の木Ｇ） 

D 東 播 地 区 岡 田 徳 子  (加古川市 ほほえみ) 

E 西 播 地 区 玉 田 礼 子  (たつの市 せせらぎ) 

 

『ポシェット』では各グループの活動などを紹介しています。どうぞ原稿をお寄せ下さい。 

その他、耳寄りな情報やご意見・ご希望なんでも結構です。 

 

編集後記 

☆ 門先に秋桜が咲き乱れるお宅を見つけました。ピンクの濃淡につつまれた奥から「一つの花」の 

ゆみ子が顔を出すような気が…。平和のありがたさにも思いを馳せたひとときでした。（た） 

☆ 実りの秋。稲穂を見ると思い出す好きな言葉「実るほど頭を垂れる稲穂かな」 そうありたい・・・ 

歳を重ねても。（う） 

 


